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講座の的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 明石市地域自立支援協議会 

くらし部会 リポート Ｖol.５３令和７年２月６日 

発行元：明石市地域自立支援協議会 しごと部会事務局（明石市基幹相談支援センター） 

住所：明石市貴崎 1丁目 5 番 13号（明石市立総合福祉センター1 階） 

電話番号：078－924―9155  ファクシミリ：078－924－9134 

 
出
て
き
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
「
想
像
」
で
し
た 

   知的障害者に対する理解を促進するための福祉学習テキスト 

～完成までの道のり、実践に向けて準備中～ 

上のイラストの各場面について、知的障害のある人は、どんな風に感じ、 

またはどのように見えているのでしょうか。今日の講座を通して、知的障害

ってどういうことかを知るきっかけになればいいなと思っています。そし

て、あなたが「どうしてそんなことをするの?」「こんな時、どう関わったら

いいの?」という場面に遭遇したときのヒントになれば。そして最後に「み

んなちがって、みんないい」そんな風に思ってもらえると、嬉しく思います。 

■お問合せ先 明石市基幹相談支援センター （明石市地域自立支援協議会 くらし部会 事務局）  

■住   所 〒673ー0037 兵庫県明石市貴崎１丁目５番 13号（明石市立総合福祉センター１階）  

■電話番号 078ー924ー9155  ■ファクシミリ 078ー924ー9134  

■明石市地域自立支援協議会 HP URL https://www.akashi-jiritsushien.jp/ 

「知ることから始めよう！」

製作・発行／2024年 6月 

明石市地域自立支援協議会くらし部会 

  福祉学習推進プロジェクトチーム 

＜監修：関西福祉大学 社会福祉学部 教授 谷口 泰司＞ 

 

2022年の 5月から、このメンバーで活動して 

きました！(最前列) 

 

※神戸学院大学の香山ゼミの学生のみなさまへ、 

試験的にプログラムを披露させていただきました！ 

 

２
０
２
２
年
の
５
月
か
ら
足
掛
け
３
年

に
も
及
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
背
景

に
は
、
知
的
障
害
に
関
し
て
殆
ど
情
報
が

な
い
人
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
と
言

う
周
囲
へ
の
発
信
方
法
に
関
す
る
も
ど

か
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
出
て
き
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
「
想

像
」
で
し
た
。
他
者
の
言
動
、
行
動
の
原

因
は
何
な
の
か
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
事
に
考
え
を

巡
ら
す
事
に
よ
り
、
そ
の
人
た
ち
へ
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
と
考
え
た
の
で
す
。 

講
座
は
体
験
パ
ー
ト
と
座
学
パ
ー
ト

に
分
か
れ
て
お
り
、
受
講
者
が
能
動
的
に

関
わ
り
な
が
ら
考
え
を
巡
ら
せ
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
た
方
々

か
ら
は
、
概
ね
好
評
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
メ
ン
バ
ー
一
同
、
一
先
ず
安
堵
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

皆
様
方
の
中
で
、
「
講
義
に
興
味
が
あ

る
」、「
体
験
し
て
み
た
い
」
と
思
わ
れ
た

方
は
、
是
非
、
明
石
市
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
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山崎 信吾プロジ

ェクトリーダー(生

活介護事業所「にじ

の空」管理者) にイ

ンタビュー 

 

コアメンバーか

らのメッセージ 


